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環境保全・
気候変動への取組み
人々が安心して暮らせる地球環境を永続的に

保全することが人類共通の重要課題であると認識し、

事業者・機関投資家の双方の立場から、

持続可能な社会の実現に貢献することをめざします

明治安田生命が

実現
していくこと

2050年におけるCO2排出量と吸収量の
差し引きゼロ（ネットゼロ）をめざします

事業者として

機関投資家として

【機関投資家としてのCO  排出量】2 ■ Scope1・2
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（排出量ネットゼロを実現）

0

【事業者としてのCO2排出量】 ■ Scope1・2 ■ Scope3

2020年度実績

Scope1･2 △30％
Scope3 △14％

144,504

2030年度目標

Scope1･2 △50％
Scope3 △40％
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2050年度目標2013年度実績

137,964
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△100％
（排出量ネットゼロを実現）
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＊Scope３の集計方法を見直したため、2013年度までさかのぼって修正しております

環境問題、特に地球温暖化対策への取組みは、企業の社会的責任と捉え、環境に与える負荷を
できる限り小さくするとともに、従業員の環境意識向上に取り組んでいます

当社は責任ある機関投資家としてご契約者へ還元するための収益性を確保しつつ、SDGs達成
への貢献の観点をふまえ、「環境（E）」「社会（S）」「ガバナンス（G）」の課題を考慮した、「ＥＳＧ
投融資」「スチュワードシップ活動」等の責任投資を推進しています

環境保全・気候変動に関する主な取組み

●保有不動産のLED化や照明・空調等の
　運用の見直し

●社用リース車のハイブリッド車への切替え

●再生可能エネルギーの導入

●紙製クリアファイルの導入

脱炭素社会実現に貢献する責任投資の推進
●グリーンボンド・トランジションファイナンス等
　への投融資
●投融資先のCO2削減計画の実現に貢献する
　継続的な対話

◀当社が投資する
　トランジション・ボンド
　による風力発電
　プロジェクト


